
（８）美味しまね認証を核としたＧＡＰの推進

ＧＡＰは、実需者や消費者の信頼向上や販路拡大につながるだけでなく、経営上のリスク対
策、生産コスト削減、作業効率の向上、農作業安全・労働環境の改善等を通じて農業経営改善
に有効な手段であることから、あらゆる農業者にＧＡＰの実践を促す。
（１）マーケットから求められる国際水準ＧＡＰである「美味しまねゴールド」の認証取得を

強力に推進。
（２）ＧＡＰ認証取得が加速するよう、流通・販売業者等との協力関係を強化し、ＧＡＰに取

り組むメリットが実感できるような販売環境を構築

①県内外における美味しまね認証産品の販路拡大
・美味しまね認証産品生産者の県内外の販路開拓を支援
・地元スーパーと連携し美味しまね認証産品の消費拡大の取組を実施
・販売メリットがあるよう産地で取り組むＧＡＰ（団体認証）の取得を推進
・パートナー企業と連携し商品力向上や物流コスト削減の取組を支援
・島根県農産物販路開拓アドバイザーを活用した県外の販路開拓を実施
②学校給食等における県産農産物の利用拡大
・食材コーディネーターを設置し、学校給食等における「美味しまね認証産品」の
取扱いを拡大

＜予算事業名＞ 美味しまね認証を核としたＧＡＰ推進事業 43,359千円（継続）
しまねの農産物販路拡大支援事業 39,742千円（組替新規）

①ＧＡＰの意義の普及
・ＧＡＰ指導員となる農業普及員の育成と指導体制を強化
・各対象にあわせたGAPの意義や必要性、県の考え方を丁寧に説明
・農業教育機関の国際水準ＧＡＰ認証取得を支援し、次世代の担い手にＧＡＰを推進
②認証取得のための環境整備
・認証取得希望者に対してマンツーマンの取得支援を実施
・美味しまね認証アプリ等を開発し、より取り組みやすいツールを提供
・産地づくりに必要な団体認証の指導手法を確立し、積極的に推進・支援
③スムーズな審査の実施
・（公財）しまね農業振興公社による現地審査体制を強化、認証取得者の増加に対応
④信頼性の高い美味しまね認証制度の運営
・国が公表した国際水準ＧＡＰガイドライン（試行版）に早期に対応
・第三者委員会による審査や安全性確認のための残留農薬分析を実施
⑤生産者が主体となったＧＡＰを活用した農業経営改善活動の支援
・島根県ＧＡＰ生産者協議会（生産者組織）の活動支援

（１）ＧＡＰの意義の普及と美味しまね認証（美味しまねゴールド）の取得支援

（２）ＧＡＰに取り組むメリットが実感できる販売環境の構築

１．目指す姿と取組のポイント

２．取組の進め方と令和3年度予算事業

産地支援課
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GAP指導員（農業普及員）の育成と指導体制強化
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認証取得研修（集合・DVD・配信等）
農業普及員によるマンツーマンのGAP取得支援

認証取得ツールの開発（美味しまね認証アプリ等）

現地審査体制の強化（認証数増加への対応）

第三者認証による審査委員会による審査

団体認証の意義や
メリットを普及

各種研修会等（GAPに取り組む意義や県の考え方を丁寧に説明）

教育機関でのGAP取得
(農林高校・農大）

経営改善や雇用対策
場面でのGAP普及

団体認証指導
の体制強化

団体認証
マニュアルの
作成支援

⑤生産者
の活動支
援

島根県ＧＡＰ生産者協議会の活動支援
（GAP活用による経営改善や販路拡大の課題への対応）

島根県農産物販路開拓アドバイザー設置

食材コーディネーターの設置
（学校給食等における美味しまね認証産品の取扱拡大）

県内

県外 パートナー企業との連携によるGAP認証産品のブラッシュアップ
（商品力向上・販路拡大・物流対策）

商談力向上支援（県内外）
商談やマッチングの実施 団体認証の
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進め方

就農研修へのGAP導入

美味しまね認証のＰＲ（広報・生産者紹介動画等）

安全性確認のための残留農薬分析

対象に応じた美味しまね認証（ＧＡＰ）の取得支援と販売環境整備を強力に進めます。

団体事務局への
意識啓発

就農ガイダンス等で
のGAPの説明

国の「国際水準GAPガイドライン(試行版)」への早期対応


